
2023 年度フィールドスタディ型政策協働プログラム（FS）オリエンテーション Q&A 

 

 

Q1：留学生も参加できますか？ 

A1：留学生でも参加は可能です。ただし活動は日本語がメインとなります。プログラムの

性質上、自治体の方との議論や住民の方への聞き取り調査を行う必要があるため、ある程度

日本語でコミュニケーションが取れる必要があります。 

 

Q2：今までの参加学生の中に、学部４年生で参加し、卒業論文の作成と FS を両立された方

はいますか？ 

A2：毎年、参加学生のうち、2 割程度の学生が学部 4 年生です。次の年に留学を予定するな

ど、進路によって留年される学生もいますが、9 割以上の学部４年生の方がその年度中に卒

業されており、ご自身でスケジュール・体調を管理し、学業と両立されていた印象です。た

だし、活動が長期にわたり、活動量も多いため、活動状況が悪いと受け入れ先やチームのメ

ンバーの方にも迷惑がかかってしまいます。責任を持ってプログラム全期間をやり遂げら

れるか、十分に検討してから応募してください。 

 

Q3：活動支援金はどの程度支給されるのでしょうか? 

A3：FS は各県市町村の場所に応じて、当チームで金額を算定し、支給します。 

昨年度は以下の通り支給していました。 

----------------------- 

往復旅費：東京-担当地域間 往復旅費を大学規定に則って定額支給 

宿泊費：1 人 1 泊あたり 5,000 円 

活動費：3,000 円/1 申請あたり 

 

＜支給例＞ 

・現地活動（現地報告会） 1 回 3 月 8 日～3 月 10 日（2 泊） 

往復旅費 1 回分 XXX 円 

  宿泊費 5,000 円×2泊 10,000 円 

  活動費 3,000 円 

  活動支援金支払額計 XXX 円+10,000 円+3,000 円 

----------------------- 

予算の状況により支給額が変更（減額を含む）となる場合があります。 

 

 

そのほかよくあるご質問 

 

Q1：体験活動プロブラムとの同時応募はできますか。 

A1：FS と体験活動プログラムの同時応募は可能です。但し、応募にあたっては、学業との 



両立、両プログラムのスケジュール調整、体調管理などに留意してください。FS は自 

治体の皆様のご協力のもと成り立っており、また、チームで活動を進めていきますので、 

途中で辞退すると多大な迷惑をおかけすることとなります。責任を持ってプログラム 

全期間をやり遂げられるか、十分に検討してから応募してください。 

 

Q2：現地活動は全ての日程に参加しないといけないですか。 

A2：原則、全て参加していただきたいですが、やむを得ない事情がある場合、できる範囲で 

参加してください。FS はチームで活動を進めていくプログラムですので、一部参加と 

なる場合は、現地活動の代わりに、事前・事後調査でチームに貢献できるよう取り組ん 

でください。 

 

Q3：各地域の募集人数はどれぐらいですか。 

A3：地域により異なりますが、5 名程度です。 

 

Q4：例年の FS 参加者の学年の比率はどのくらいになっているのでしょうか。 

A4：年度により異なりますが、例年、学部前期課程学生と大学院学生がそれぞれ３割程度、 

学部後期課程学生が４割程度となっております。学部 1 年生から大学院学生まで幅広 

い学年の方が参加されております。 

 


